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　昨年、伊勢市の観光ＰＲキャラ

クター「はなてらすちゃん」のテー

マソングを公募したところ、17曲
の応募があり、その中から３曲が

選ばれました。このテーマソング

は、「はなてらすちゃん」がイベ

ントに参加する際に使用します。

♪はなてらす
歌／いろはにみずほ、作詞・作曲／清水秀隆

♪～花を咲かせて～ はなてらすちゃん
歌／PON、作詞／ちゃあら、作曲／Satoh’s

♪はなてらす音頭
歌／細江美月、作詞・作曲／細江祐司

テーマソング 観光事業課（☎㉑5566）

決定！！ テーマソング

伊勢フットボールヴィレッジ
を開催オープニングマッチ

観光事業課（☎㉑5566）

日本女子サッカーリーグ

（なでしこリーグ）所属

　伊勢フットボールヴィレッジの人工芝ピッチ２面の完成を記念し、
オープニングマッチを開催します。

定員　400人（申し込み多数の場合は抽選）
観覧申し込み　２月25日㈪（当日消印有効）までに、往復はがきの往信用裏
面に住所・氏名・電話番号・観覧希望人数（２人まで）を、返信用表面に返

信先の住所・氏名を記入し、観光事業課（〒516-8601岩渕１丁目7-29）へ

とき

ところ

３月３日日 13：00～15：00

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
♪

市負担金　100万円

日VS 観覧無料

ジェフユナイテッド市原・千葉レディース
伊賀ＦＣく

く　　の　　い　　ち

ノ一

伊勢フットボールヴィレッジ（県営サンアリーナ前）
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辻　歩理

北浜陸上クラブ
北浜小５年

荒木　那智

小俣小６年

鈴木　沙織

小俣中３年

大河内 雄登

宮川中３年

羽根　正樹

こころの健康
センター

山村　紗慧

明野小６年

中西　孝太

南勢陸上クラブ
浜郷小６年

辻　有咲

宮川中１年

野村　拓也

宮川中３年

山口　直人

明野航空学校

三宅　月
北浜陸上クラブ
北浜小５年

長岡　健二
南勢陸上クラブ
有緝小６年

奥田　幸弓

倉田山中１年

岡田　公陽

宮川中２年

第１区 1.28km第２区 1.85km第３区 3.76km第４区 5.65km第５区 4.60km
40歳以上男子 中学生男子 中学生女子 小学生男子 小学生女子

宮川中学校教諭

野呂　京司
コーチ 支援コーチ

山村佐知子　倉田山中学校教諭
柿本　隆宏　南勢陸上クラブ
辻　　弘樹　北浜陸上クラブ

監督　山本　顕
宇治山田商業高等学校教諭

良い流れで後半の区間にタスキを
つなぎ、上位入賞を目指したい。

補欠選手補欠選手補欠選手補欠選手

みんなで応援しよう！伊勢市選手団の皆さん

みんなで応援しよう
！

生涯学習・スポーツ課（☎㉒7891）

２月17日日
午前９時スタート

　津市から伊勢市までの42.195km を、各市町で選抜

されたランナーが、１本のタスキをつないで走ります。

　沿道では太鼓応援なども行われ、ランナーの皆さん

を盛り上げます。皆さんの温かい声援をお願いします。

とき

県庁前（津市）～
県営総合競技場

コース

美し国三重市町対抗駅伝第６回
うま

敬称略、補欠選手以外は
各区間五十音順　　　　（ ）



市町対抗駅伝美し国三重

※通過時間は、全て予定です。市内の通過予想時間
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1
区

県庁前

1.28km
小学生女子

2
区

矢田カップ店前
1.85km小学生男子

3
区

大倉交差点ガリバー前
3.76km中学生女子

4
区

三重スバル自動車（予定）前
5.65km中学生男子

5
区

サークルＫ三雲中道店前
4.60km40歳以上男子

6
区

メガネ赤札堂前

6.36km
ジュニア男子

7
区

ＪＡ松阪くしだ支店前
2.89km一般女子

8
区

中日新聞明和専売所前
3.43km20歳以上女子

9
区

マクドナルド玉城店東

5.95km
ジュニア女子

10
区

坂本竹材店前

6.425km
20歳以上男子

23

23

42

勢和多気JCT

伊勢西IC
伊勢IC

伊勢市

宮川

伊勢湾

多気

近鉄山田線

県道鳥羽松阪線

櫛田川松阪

名松線

紀
勢
線

雲出川
165

伊
勢
自
動
車
道

津IC
津

9：00スタート

県営総合競技場
陸上競技場

ゴ
ー
ル

N

S

EW

お
ば
た

たまる

23

●

●

湯田交差点
10：42ごろ

度会橋
10：55ごろ

10：58ごろ

外宮前
11：04ごろ

11：09ごろ

第９中継所

11：16ごろ

ゴール
県営総合競技場

伊勢西ＩＣ
交差点
伊勢西ＩＣ
交差点

伊勢西IC

県伊勢庁舎県伊勢庁舎

い
せ
し

い
せ
し

みやまちみやまち

うじやまだうじやまだ

い
す
ず
が
わ

い
す
ず
が
わ

いすずがおかいすずがおか

や
ま
だ

か
み
ぐ
ち

や
ま
だ

か
み
ぐ
ち

●

●
度会橋度会橋

宮川橋宮川橋

外宮

伊勢IC

伊
勢
市
役
所

伊
勢
市
役
所

伊勢志摩
スカイライン

尾崎咢堂
記念館
尾崎咢堂
記念館

み
や
が
わ

み
や
が
わ

参宮
線

伊勢
自動
車道

県道鳥羽松阪線

小俣総合支所小俣総合支所

小俣図書館小俣図書館

●神社「海の駅」

23

●御薗総合支所御薗総合支所

      ●

山田奉行所
記念館

●

●ハートプラザ
　みその

  山田奉行所跡

●

JR参宮
線

●二見総合支所
賓日館

宇治橋

●生涯学習センター
いせトピア
生涯学習センター
いせトピア

●
伊
勢
警
察
署

伊
勢
警
察
署

●

●

県営総合競技場県営総合競技場

消防署消防署

伊勢郵便局伊勢郵便局

●

伊勢総合病院伊勢総合病院

太鼓の皆さんが

沿道で応援 !!

北川　雄亮

宇治山田商業高
２年

山下　奈央

伊勢高２年

畑　沙也加

㈱森伸

中村　幸菜

津商業高３年

濱地　久史

皇學館大２年

藤原  友章

東京農業大学
１年

山下 友理香

津商業高２年

三浦　琴乃

三重大２年

前田 安友美

宇治山田商業高
２年

森　　正

宮川医療少年院
法務教官

古川　紗也

倉田山中３年

第６区 6.36km第７区 2.89km第８区 3.43km第９区 5.95km第10区 6.425km
ジュニア男子一般女子20歳以上女子ジュニア女子20歳以上男子

補欠選手

予算額〔平成24年度〕　110万円（実行委員会への委託料）

※駅伝開催に伴う交通規制でご迷惑をお掛けしますが、ご理解をお願いします。

2月17日日 午前10時～　県営総合競技場
●寿司●たこ焼き●お茶●弁当●焼きそば●豚汁●津ぎょうざ●四
日市とんてき●伊勢うどん●名張牛汁●亀山みそ焼きうどん　など

市町交流市場（物産展）
ご当地グルメも集合！美し国三重を満喫同時開催
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屋
外
で
ご
み
を
燃
や
す
野
焼
き
行
為
は
、
一
部
の
場
合
を
除

き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
や
す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
。
必
ず
、
市
の
ご
み
収
集
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
農
業
に
伴
う
野
焼
き
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
十
分
留
意
し
、
近
所
に
声

を
掛
け
て
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
む
や
み
に
焼
却
し

て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
向
き
な
ど
安
全

を
確
認
し
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
実
施
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
火
災
と
間
違
わ
れ
る
よ
う
な
野
外
焼
却
を
す
る
場
合
は
、
事

前
に
伊
勢
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課（
☎
㉕
１
２
６
１
）へ
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
　

員　

４
５
０
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
必

要
事
項（
下
図
参
照
）を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア
へ

※
午
後
２
時
か
ら
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
貢
献
し
た
人
へ
の
感
謝
状
な
ど

の
贈
呈
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り
ま
す
。（
予
定
）

※
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
２
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。（
２
人
の
場
合
は
、

必
ず
２
人
の
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い〔
返
信
先
は
１
人
で
結
構
で
す
〕
）

※
１
人
に
つ
き
１
枚
し
か
申
し
込
め
ま
せ
ん
。
１
人
か
ら
複
数
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
応
募
締
め
切
り
後
ま
た
は
抽
選
後
に
、
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
返
信
用
は
が
き
が
入
場
券
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
）

※
事
前
申
し
込
み
が
な
く
て
も
、席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
入
場
で
き
ま
す
。

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで
くださいいせトピア

　　公開講座係

50
日本郵便

往 信

郵便往復はがき

5 1 6 8 5 2 0 50
日本郵便

返 信

郵便往復はがき

（返信用表） （往信用裏）

第 4回いせトピア
公開講座

①住所

②氏名（ふりがな）

③電話番号

　住所

　　氏　　名 様

⬅
往
復
は
が
き
の
書
き
方

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア（
☎
㉑
０
９
０
０
）

平
成
24
年
度
第
４
回 

い
せ
ト
ピ
ア
公
開
講
座

と　
　

き

３
月
23
日
土 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

　

生
ま
れ
つ
き
手
足
の
欠
損
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
る
佐
野
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
「
諦
め
な
い

心
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講　
　

師

佐
野
有
美
さ
ん

講
演
内
容

私
が
夢
を
語
る
な
ら 

〜
ど
ん
な
状
況
で
も
夢
を
も
つ
大
切
さ
に
つ
い
て

入
場
無
料

環
境
課（
☎
㉑
５
５
４
１
）

野
焼
き
は

で
す

迷
惑
行
為

・
稲
わ
ら
や
、
あ
ぜ
道
・
用
水
路
で
刈
り
取
っ
た
雑
草
の
焼

却
・
し
め
縄
・
門
松
な
ど
を
た
く
行
事
、
塔
婆
の
供
養
焼
却

・
キ
ャ
ン
プ
時
の
た
き
火

・
火
災
予
防
訓
練
、
災
害
時
の
木
く
ず
な
ど
の
焼
却

◆
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
野
外
焼
却
の
例
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紙
と
レ
ポ
ー
ト（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、

５
０
０
字
程
度
、テ
ー
マ
は「
環

境
に
関
す
る
思
い
」）を
、直
接
・

郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

ア
ド
レ
スkankyo@

city.ise.

m
ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
２
月
15
日
㈮

か
ら
同
課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査

応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

任
期　

委
嘱
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日（
２
年
間
）

活
動
内
容　

環
境
保
全
に
関
す

る
基
本
的
事
項
な
ど
に
つ
い
て

の
調
査
・
審
議

募
集
人
員　

５
人
以
内

申
し
込
み　

２
月
15
日
㈮
〜
３

月
15
日
㈮（
必
着
）に
、
応
募
用

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

環
境
課（
☎
㉑
５
５
４
０
）

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

希
望
す
る
場
合
は
、
３
月
１
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証（
日
中
一
時
支
援
）を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
障
が
い
福
祉
課

で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
間
と
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
て
利
用
料
が
必
要
で
す
。

を
募
集
し
ま
す
。

利
用
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）、

午
後
１
時
30
分
〜
６
時（
長
期

休
業
期
間
中
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）

利
用
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

①
く
じ
ら
キ
ッ
ズ（
☎
⑳
８
４

５
５
、
重
度
身
体
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
じ
ら

内
）…
主
に
身
体
障
が
い
児

②
フ
レ
ン
ズ（
☎
㉗
８
４
５
０
、

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
…
主

に
知
的
・
精
神
障
が
い
児

※
放
課
後
の
み
、
学
校
か
ら
利

用
場
所
ま
で
の
送
迎
が
可
能
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

小
・
中
学
校
ま
た
は
特
別
支
援

学
校
に
通
学
し
て
お
り
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証（
日

中
一
時
支
援
）
を
持
っ
て
い
る

児
童
・
生
徒

定
員　

①
６
人
、
②
10
人（
い

ず
れ
も
１
日
に
つ
き
）

申
し
込
み　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
証（
日
中
一
時
支

援
）・
印
鑑
を
持
参
し
、
希
望

す
る
利
用
場
所
へ

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
４
月
か
ら
の
利
用
を

　

放
課
後
や
学
校
の
長
期
休
業

期
間
中（
夏
休
み
な
ど
）に
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
預
か

り
、
遊
び
や
創
作
的
活
動
な
ど

の
場
を
提
供
す
る
「
障
が
い
児

放
課
後
支
援
事
業
」
の
利
用
者

障
が
い
福
祉
課

（
☎
㉑
５
５
５
８
、FAX
㉑
５
５
５
５
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
⑳
８
６
１
０
、FAX
⑳
８
６
１
７
）

障
が
い
児
放
課
後
支
援
事

業
の
利
用
者
を
募
集

市
か
ら
の
委
託
料〔
平
成
25
年
度

予
算
額
〕　

１
７
９
８
万
７
千
円

（
国
・
県
補
助
金
収
入
あ
り
）

　

同
校
で
は
、
建
築
大
工
を
目

指
す
人
へ
の
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

訓
練
科
目　

木
造
建
築
科

訓
練
日
時　

４
月
〜
平
成
28
年

３
月
の
毎
週
水
曜
日
、
午
前
８

時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

訓
練
場
所　

三
重
県
建
設
労
働

組
合
伊
勢
支
部
・
第
２
会
館

申
し
込
み　

３
月
19
日
㈫
ま
で

に
同
校
へ

伊
勢
建
設
高
等
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
㉓
５
５
３
５
）

職
業
能
力
開
発
校
の

訓
練
生
を
募
集

催
し
物

と
き　

４
月
28
日
㈰
、
午
後
２

時
〜（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

出
演
者　

野
村
万
作
さ
ん
、
野

村
萬
斎
さ
ん（
い
ず
れ
も
狂
言

師
）な
ど

入
場
料　

５
０
０
０
円（
全
席

指
定
席
）

※
入
場
券
は
、
２
月
23
日
㈯
・

午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務
所
・

喫
茶
ア
イ
ド
ル
・
村
林
楽
器
店

な
ど
で
、
午
前
10
時
か
ら
村
井

楽
器
伊
勢
店
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・

エ
ム
ズ
ネ
ッ
ト（
三
重
県
文
化

会
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
）で
販
売
し
ま
す
。

観
光
文
化
会
館（
☎
㉘
５
１
０
５
）

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝

野
村
万
作
・
萬
斎

狂
言
の
世
界

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕

30
万
３
千
円

※
入
校
資
格
・
費
用
な
ど
詳
し

く
は
、
同
校
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
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「
掃
除
が
苦
手
。
で
も
、
居

心
地
の
い
い
部
屋
に
し
た
い
」

「
カ
レ
ー
が
シ
ャ
ツ
に
！
ど
う

や
っ
て
染
み
抜
き
す
る
の
？
」

「
ア
イ
ロ
ン
掛
け
は
苦
手
…
」。

　

そ
ん
な
あ
な
た
に
、
掃
除
や

洗
濯
の
プ
ロ
が〝
す
ご
技
〞（
す

ご
い
技
）
を
伝
授
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、家
事
マ
イ
ス
タ
ー（
達

人
）を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
10
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

御
薗
公
民
館
・
講
堂

（
御
薗
総
合
支
所
・
２
階
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤･

通
学
し
て
い
る
人

内
容　

掃
除
や
洗
濯
を
上
手
に

す
る
技
に
つ
い
て
の
話
と
実
践

定
員　

30
人（
先
着
順
）

※
男
性
を
優
先
し
ま
す
。

申
し
込
み　

２
月
18
日
㈪
か
ら
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、
ア

ド
レ
スkouryu@

city.ise.m
ie.

jp)

へ

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢（
☎
㉑
５
５
１
３
）

家
事
マ
イ
ス
タ
ー
を

め
ざ
そ
う
！

っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
背
景
に
は
、
う
つ
病

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
疾
患
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
う
つ
病
や

自
殺
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

自
分
自
身
や
周
囲
の
人
へ
の
正

し
い
対
応
を
身
に
付
け
て
も
ら

え
る
よ
う
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
公

開
討
論
会
）を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
10
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

三
重
県
人
権
セ
ン
タ

ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル（
津
市
一

身
田
大
古
曽
６
９
３

－

１
）

内
容　

講
演
「
う
つ
病
が
教
え

て
く
れ
た
も
の
」
音
無
美
紀
子

さ
ん(

女
優)

、
ミ
ニ
講
座
「
メ

ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
研
修

〜
自
殺
の
現
状
と
課
題
〜
」、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
死
に
た
い
気

持
ち
に
寄
り
添
い
生
き
る
支
援

へ
」

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
28
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー（
FAX
０
５
９
・
２
２
３
・
５

２
４
２
）へ

と
き　

３
月
15
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
15
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課

（
FAX
㉑
０
６
８
３
）へ

　

毎
年
、
自
殺
者
数
は
全
国
で

約
３
万
人
に
上
り
、
県
内
で
も

約
４
０
０
人
が
自
殺
で
亡
く
な

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

離
乳
食
教
室

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕

約
34
万
２
千
円（
16
回
分
）

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
２
４
３
）

自
殺
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

尊
い
命
が
自
殺
で
失
わ
れ
な
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

〜
ひ
と
り
ひ
と
り
が

　

で
き
る
こ
と
〜

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
減

量
や
転
倒
予
防
の
ほ
か
、
柔
軟

で
丈
夫
な
若
々
し
い
体
を
つ
く

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
体
を
動
か
す

方
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
11
日
㈪
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・

２
階
娯
楽
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
の
お
話
と
実
技
指
導

講
師　

小
木
曽
一
之
さ
ん（
皇

學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

２
月
15
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課

（
FAX
㉑
０
６
８
３
）へ

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

楽
し
く
歩
く
た
め
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

広
告
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む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
、
次
の
と
お
り
女
性
特
有
の

が
ん
予
防
な
ど
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　

３
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
１
階

市
民
ホ
ー
ル

内
容　

パ
ネ
ル
展
示

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
や
外

壁
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
行
う

際
に
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
届

け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
建
築
以
外
の
行
為

で
も
、
届
け
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

提
出
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
ま
た
は
利
害
関
係
者

提
出
期
限　

３
月
１
日
㈮

※
意
見
書
の
提
出
先
は
路
線
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
縦
覧
図
書
ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
め
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
影
響

を
受
け
、
思
春
期
や
成
人
期
、

更
年
期
と
い
っ
た
段
階
ご
と

に
、
特
有
の
症
状
や
健
康
障
害

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
女
性
自
身
が
健
康

に
関
す
る
知
識
や
予
防
方
法
を

知
り
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

　

国
は
、
毎
年
３
月
１
日
〜
８

日
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

３
月
１
日
〜
８
日
は

女
性
の
健
康
週
間

　このコーナーは、市民団体の皆
さんが、イベント案内や会員募集
などに利用できるコーナーです。
参加費などの記載のないものは無
料です。

みんなの広場

時とき　所ところ　対対象
内内容　定定員　　料料金
申申し込み

４月15日号＝２月28日㈭
５月１日号＝３月15日㈮

掲載申し込み締め切り

時２月16日㈯、14：00～16：00
所観光文化会館・４階大会議室
３・４　内甚大な被害をもたら
すであろう三連動地震につい
て、発生のメカニズムなどを、
三重大学・葛葉教授が易しく解
説します。　定100人（先着順）

講演会
「三連動地震について」
三重県友の会伊勢支部・上野さん

（☎090-1095-7326）

時３月２日㈯、９：30～　所生
涯学習センターいせトピア
内ジャンルを越えた幅広い第一
歩を踏み出しました。今後皆さ
まのご参加もお待ちしています
のでご来場ください。

伊勢歌謡友の会
フェスティバル

伊勢歌謡友の会・佐々木さん
（☎090-8735-5014）

時３月２日㈯・３日㈰、13：30
～15：10　所皇學館大学記念講
堂　内家族愛や仲間の絆をテー
マに、童話「ピーターパン」を
脚色しました。子どもから大人
まで楽しめる内容となっていま
す。

ピーターパンとフック船長
皇學館大学教育学部４年有志

卒業記念ミュージカル
（☎22-6458〔皇學館大学教育学科研究室〕）

　

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更

案（
高
向
小
俣
線
・
一
之
木
常

磐
線
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

変
更
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ

る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
案
の
縦
覧

と
き　

２
月
15
日
㈮
〜
３
月
１

日
㈮

と
こ
ろ　

同
課
・
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
・
伊
勢
図
書
館（
高

向
小
俣
線
に
つ
い
て
は
三
重
県

都
市
政
策
課
で
も
縦
覧
可
）

お
知
ら
せ

都
市
計
画
課（
☎
㉑
５
５
９
１
）

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧

　

今
年
１
月
、
伊
勢
市
景
観
計

画
を
変
更
し
ま
し
た
。
４
月
１

日
か
ら
、
変
更
後
の
景
観
計
画

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
同
課
お
よ
び

都
市
計
画
課（
☎
㉑
５
５
９
１
）

景
観
計
画
を
変
更

市
内
に
建
築
物
や
土
地
を
所

有
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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パソコン　http://www.city.ise.mie.jp　　
携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
Eメール　ise-koho@city.ise.mie.jp
印刷　千巻印刷産業株式会社

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成24年度予算〕　約2,400万円（24回分）

発行日／平成25年２月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課

広報いせ 第111号
伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

教室・とき　右表のとおり
ところ　福祉健康センター
対象　身体障害者手帳と障害福祉
サービス受給者証（地域活動支

援センター決定分）を持ってい

る人

受講料　１回につき125円（別途
教材費が必要）

申し込み　同協議会同支所へ
※所得によっては、受講料が無料

となる場合があります。

※障害福祉サービス受給者証（地

域活動支援センター決定分）を

持っていない人は、市障がい福

祉課（☎㉑5558、FAX㉑5555）で
交付を受けてください。交付手

続きについて詳しくは、障がい

福祉課へ問い合わせてください。

身体障害者デイサービス

※参加希望者が少ない教室は、開催しない場合があります。
※講師の都合などにより、日程を変更する場合があります。

教室名 と　　　き 回数
カローリング 第４金曜日 13：30～15：30 12回

生け花 第３火曜日 10：00～12：00 12回

かんたんクッキング 第３火曜日 13：00～15：00 12回

やさしい卓球【新規】 第１金曜日 10：00～12：00 12回

筆ペン 第４木曜日 13：00～15：00 12回

絵手紙 第２木曜日 13：00～15：00 12回

パソコン
（肢体不自由者）

第１・３火曜日 13：00～15：00 24回
第２・４火曜日 13：00～15：00 24回
第１・３金曜日 13：00～15：00 24回
第２・４金曜日 13：00～15：00 24回
第１・３水曜日 13：00～15：00 24回

パソコン
（聴覚障がい者） 第２・４土曜日 10：00～12：00 24回

パソコン
（視覚障がい者） 第１・３木曜日 13：00～15：00 24回

やさしい保健体操 第２・４水曜日 13：00～15：00 24回

園芸（リース作り） 11月（日程は未定）13：00～15：00 ２回

市民交流課（☎㉑5563）

伊勢市社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425、FAX㉗2412）

「地域主体の新たなまちづくり」講演会

平成25年度 身体障害者デイサービスの利用者を募集

開催経費　　約８万円

と　き　３月12日㈫、午後７時～８時30分
　　　　（開場は午後６時30分）

ところ　ハートプラザみその・多目的ホール
対　象　市内在住の人
内　容　講演「地域主体の新たなまちづくり

～校区コミュニティを軸とした地域

づくり～」

　市では現在、「ふるさと未来づくり」を進

め、それぞれの地域に合った住民主体のまち

づくりに取り組んでいます。この取り組みに

対する理解を深めていただくため、「校区コ

ミュニティ」づくりを唱える岩崎正弥さん（愛

知大学地域政策学部教授）を講師に迎え、次

のとおり講演会を開催します。

　「校区コミュニティの形成」や「私たちの

暮らしの場の豊かさ」など、自分たちの地域

を再認識し、住民自ら地域づくりを行うこと

の必要性について、皆さんと一緒に考えます。
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